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見えない価値を可視化する：社会的インパクト評価の未来
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社会的インパクトとは
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「社会的インパクト」は、「変化・効果」であること

「社会的インパクト」は、「長期的」に発生する変化効果だけでなく、

「短期的」に発生する変化・効果も含むこと

定義のポイント

「社会的インパクト」とは、事業の結果として生じた、短期・長期の、社会的・環境

的な変化・効果をさす



社会的インパクトとは

「社会的インパクト」とは、「変化・効果」である
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ラムの提供
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ラムの実施に必

要なヒト、モノ、

カネ



社会的インパクトとは

「社会的インパクト」は、長期的な波及効果のみをさすわけではない
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社会的インパクト評価とは
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ヒト･モノ･カネ

（インプット）
活動

モノ･サービス

（アウトプット）

変化･効果

（アウトカム）

•就労支援プログ

ラムの実施回数

•参加者数

•就労意欲の

向上

•継続的な就労

の実現

•就労支援プログ

ラムの提供

•就労支援プログ

ラムの実施に必

要なヒト、モノ、

カネ

一般的な事業評価の対象 社会的インパクト評価の

対象

社会的インパクト評価＝

短期・長期の変化を含め、当該事業や活動の結果として生じた社会的・環境的

な変化・効果を、定量的・定性的に把握し、検証すること

出所：内閣府共助社会づくり懇談会社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ（2016）「社会的インパクト評価の推進に向けて」



社会的インパクト評価のプロセス
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評価するアウトカムの

決定

①計画

Plan

②実行

Do

③分析

Assess

④報告・活用

Report & Utilize
ロジックモデルの

検討・確認

評価範囲の

決定

評価方法の

決定

データの収集・

測定

因果関係の

分析

課題・阻害要因

の分析

意思決定への

活用

報告

事前の

ロジックの検証

指標・測定方法

評価デザインの決定

指標のモニタリング

出所：内閣府共助社会づくり懇談会社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ（2016）「社会的インパクト評価の推進に向けて」



よくある状況

7

経済的困難を

抱える子どもへ

の学習指導

？ ？ ？
貧困が世代間

連鎖しない社会

学習・

進路相談

事業活動

（活動・アウトプット）
長期的目標の実現に至る道筋

（短期的・中期的アウトカム）

長期的目標

（長期的アウトカム）

活動と長期的目標の関係が明確でない

「本当にこの活動で長期的目標を実現できるのか？」が不明確



事業活動

（活動・アウトプット）
長期的目標の実現に至る道筋

（短期的・中期的アウトカム）

長期的目標

（長期的アウトカム）

よくある状況
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経済的困難を

抱える子どもへ

の学習指導

？ ？ ？
貧困が世代間

連鎖しない社会

学習・

進路相談

指標の

例 ?
•学習指導児数

•相談受付件数

事業活動に関する指標設定と進捗確認しかできていない

「事業を実施した結果、長期的目標の実現に近づけたのか？」はわからない



事業活動

（活動・アウトプット）
長期的目標の実現に至る道筋

（短期的・中期的アウトカム）

長期的目標

（長期的アウトカム）

社会的インパクト評価を実施していると…
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事業者、資金の出し手双方が「何を」、「どのように」達成しようとしているのかを

組織内でも組織外でも共有することができる

経済的困難を

抱える子どもへ

の学習指導

学習意欲の

向上

学力の

向上

進学率の

向上

貧困が世代間

連鎖しない社会

将来への意欲

の向上

自己肯定感

の向上

学習習慣の

定着

学習・

進路相談



長期的目標

（長期的アウトカム）

事業活動

（活動・アウトプット）
長期的目標の実現に至る道筋

（短期的・中期的アウトカム）

社会的インパクト評価を実施していると…
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経済的困難を

抱える子どもへ

の学習指導

学習意欲の

向上

学力の

向上

進学率の

向上

貧困が世代間

連鎖しない社会

将来への意欲

の向上

自己肯定感の

向上

学習習慣の

定着

学習・

進路相談

指標の

例

•学習指導児数

•相談受付件数

•学習意欲が向上し

た子どもの割合

•自己肯定感が改善

した子どもの割合

•学力テストの点数

•将来への意欲が向

上した子どもの割合

•進学率の改善度合

長期的目標の実現に至る過程についても指標を設定し、進捗確認ができる

問題があれば改善につなげることができる



社会的インパクト評価の意義・目的

1. 事業や組織が生み出すことを目指す価値、その実現に向け

た道筋＝戦略、その結果をステークホルダーと共有できる

説明責任の履行

2. 実際に価値創出につながっているかを検証でき、PDCA

サイクルを回すことができる

学び・事業改善
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参考1： よくある誤解

1. 社会的インパクト評価は長期的な波及効果のみ評価する

2. 社会的インパクト評価は定量的手法

3. 社会的インパクト評価では測定したアウトカムを必ず貨幣換算する

4. 社会的インパクト評価＝ランダム化比較試験（RCT）

5. 全ての団体に単一の手法が適用される

12



誤解1： 社会的インパクト評価は長期的な波及効果のみ評価する

「社会的インパクト」とは、長期的な波及効果のみをさすわけではない
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インプット 活動 アウトプット アウトカム インパクト

インプット 活動 アウトプット
短期的

アウトカム

長期的

アウトカム

社会的インパクト

定義1

定義2



誤解2： 社会的インパクト評価は定量的手法

社会的インパクト評価は、事業や活動の結果として生じた社会的・環境的な変

化・効果を、定量的・定性的に把握し、評価するものであり、定量的なデータのみ

を重視しているわけではない
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"No numbers without stories; no stories without numbers." 

NPC (2014) "Building Your Measurement Framework: NPC's Four Pillar Approach", p.28)

"SROI is much more than a number. It is a story about change on 

which to base decisions, that includes case studies and qualitative, 

quantitative and financial information" 

SROI (2012) "A Guide to Social Return on Investment", p.8)



誤解3： 社会的インパクト評価では測定したアウトカムを必ず貨幣換算する

貨幣換算はSROIに特徴的な手法で、常に求められるわけではない
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NPC G8 SROIEU

セオリー・オブ・チェンジ

を描く

測定対象の優先付け

エビデンスの

レベルを選択する

情報源とツールを

選択する

目標設定

測定の枠組みの設定と

指標の選定

データの収集と保管

データの検証

データの分析

報告

データに基づく投資

分析範囲の設定と

主なステークホルダーの特定

アウトカムのマッピング

インパクトの確定

レポートの作成、活用、共有

アウトカムの測定・

貨幣換算

目標設定

ステークホルダーの特定

適切な測定手法の設定

測定、検証、評価

報告、学び、改善

計画

実行

報告・

活用

分析

SROIの算出

出所：内閣府共助社会づくり懇談会社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ（2016）「社会的インパクト評価の推進に向けて」



外部要因

誤解4： 社会的インパクト評価＝ランダム化比較試験（1）

「社会的インパクト」は、事業を原因として生じた変化・効果

事業の外にある外部要因によって発生した変化・効果は含まれない
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インプット 活動 アウトプット

社会的

インパクト



誤解4： 社会的インパクト評価＝ランダム化比較試験（2）

ただし、どれだけ厳密に外部要因を排除するかは、評価の目的やステークホルダー

のニーズ等を考慮した上で検討されるべき
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厳密性・コスト

高

低

実験デザイン（ランダム化比較試験（RCT: Randomized Control Trial））

マッチング・デザイン

一般指標デザイン

クロスセクション・デザイン

時系列デザイン

事前・事後比較デザイン

評価のデザイン



誤解5： 全ての団体に単一の手法が適用される

評価方法によって厳密性や必要なコストは様々なので、評価の目的や、ニーズに

応じて評価方法は選択する
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比例性 (proportionality)

実施目的、組織の規模、資源（ヒト・カネ等）に合わせた設計を行う

重要性 (materiality)

ステークホルダーの意思決定に関わるような情報を出すことを重視する

評価の原則

※ 評価原則には、他には「比較可能性」、「利害関係者の参加・協働」、「透明性」等の原

則がある。

出所：内閣府共助社会づくり懇談会社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ（2016）「社会的インパクト評価の推進に向けて」
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参考2： 参考資料
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